
　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
、
平
成
25
年
９
月
18
日
か
ら
10
月
11

日
ま
で
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
猪
瀬
知
事
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
、
知
事
は
、
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
成
功
に
つ
い
て

報
告
し
、
世
界
中
の
人
々
へ
の
感
謝
の
意
を
述
べ
た
後
、
東
京
の
10

年
後
の
姿
を
示
す
「
新
た
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」
を
12
月
を

目
途
に
策
定
し
、
東
京
を
、
安
心
・
希
望
・
成
長
を
実
感
で
き
る
世

界
一
の
都
市
に
す
る
と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
誉

都
民
３
名
の
選
定
に
つ
い
て
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
、
26
日
は
、
各
会
派
の
21
議
員
に
よ
り
、
都
政
全
般
に
対

す
る
知
事
等
へ
の
代
表
及
び
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

26
日
の
質
問
終
了
後
、
知
事
提
出
議
案
19
件
と
議
員
提
出
議
案
１
件

が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
の

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
公
営
企
業
各
会
計
決
算
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
諮
問
１
件
が

棄
却
す
べ
き
旨
議
決
さ
れ
、
人
事
案
10
件
が
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
間
に
は
、
各
常
任
委
員
会
が
開

か
れ
、
付
託
議
案
の
審
査
等
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
11
日
に
は
、
討
論
・
採
決
等
が
行
わ
れ
、
知
事
提

出
議
案
19
件
が
各
委
員
会
の
報
告
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
追
加
提
出
さ
れ
た
副
知
事
選
任
の
人
事
案
１
件
が
同
意
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
で
は
条
例
案
１
件
が
否
決
、「
私

学
振
興
に
関
す
る
意
見
書
」
等
意
見
書
４
件
、
決
議
１
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
対

策
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

9月18日 本会議
（開会）

○会期の決定  

○知事の所信表明

○人事案件の議決等

25日 本会議 ○代表質問（4会派4人）

26日 本会議

○一般質問（８会派１７人）
○議案等の委員会への付託
○平成24年度各会計決算特別委
員会及び平成24年度公営企業
会計決算特別委員会の設置

○人事案件の議決等

27日～
10月9日

常　任
委員会 ○付託議案の審査等

   11日 本会議
（閉会）○議案の議決等

【会期 24 日間】
定 例 会 日 程平成２５年第３回

可
決
し
た
主
な
案
件

  

●
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

　
　〈
知
事
提
出
議
案
〉

　
　
　
条
　
例…

…
…

…
…

８
件
（
可
　
　
決
）

　
　
　
契
　
約…

…
…

…
…

９
件
（
可
　
　
決
）

　
　
　
事
　
件…

…
…

…
…

１
件
（
可
　
　
決
）

　
　
　
諮
　
問…

…
…

…
…

１
件
（
棄
却
す
べ
き
）

　
　
　
専
　
決…

…
…

…
…

１
件
（
承
　
　
認
）

　
　
　
人
　
事…

…
…

…
…

14
件
（
同
　
　
意
）

　
　
　
決
　
算…

…
…

…
…

２
件
（
継
続
審
査
）

　
　〈
議
員
提
出
議
案
〉

　
　
　
条
　
例…

…
…

…
…

１
件
（
否
　
　
決
）

　
　
　
意
見
書…

…

　
　
　
決
　
議…

…
…

…
…

１
件
（
可
　
　
決
）

  

●
決
定
し
た
請
願

　 

請
　
願
１
件…

…
…

…

不
採
択
１
件

審
議
し
た
案
件
と
そ
の
結
果

 

５
件

４
件
（
可
　
　
決
）

１
件
（
否
　
　
決
）

 ｛

◆
東
京
都
名
誉
都
民
の
選
定

　

東
京
都
名
誉
都
民
条
例
に
基
づ
き
、
知
事

か
ら
次
の
お
三
方
が
提
案
さ
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。（
以
下
、敬
称
略
。年
齢
は
議
決
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

岡お
か

野の

俊し
ゅ
ん

一い
ち
ろ
う郎（
82
歳
）

　

公
益
財
団
法
人　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

最
高
顧
問

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
名
誉
委
員

　
　

三み

浦う
ら

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う（
80
歳
）

　

冒
険
家

　

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー

   　　

森も
り　
　

英は
な

恵え（
87
歳
）

　

デ
ザ
イ
ナ
ー

　

財
団
法
人　

森
英
恵
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　

文
化
財
団
理
事
長

◆
東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
（
一
部
改
正
）

　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次

の
２
校
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

○
東
京
都
立
青
山
特
別
支
援
学
校
（
港
区
）

　

○
東
京
都
立
鹿
本
学
園
（
江
戸
川
区
）

台
風
26
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

　
　
　
　

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

東
京
都
議
会
は
、
台
風
26
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
大

島
町
の
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
、
東
京
都
議
会
議
員
に
よ
る
見

舞
金
等
、
総
額
１
５
０
万
円
を
大
島
町
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
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〈
都
政
運
営
〉
①
知
事
と
議
会
の
二
元
代
表
制
の
下
、

ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
都
政
の
舵か
じ

取
り
を
進
め
る
の

か
。
②
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
際
し
課
題
認
識
と

政
策
展
開
は
。
③
26
年
度
予
算
編
成
へ
の
所
見
は
。

知
事　

①
建
設
的
に
議
論
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
と
り
同
じ
目
標
に
向
か
い
努
力
し
た
い
。
②

全
て
の
人
に
優
し
い
都
市
の
実
現
、
現
代
社
会
に
対

応
し
た
新
た
な
モ
デ
ル
の
構
築
、
持
続
的
発
展
が
可

能
な
都
市
形
成
な
ど
の
政
策
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

③
新
た
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
都
議
会
と

議
論
を
重
ね
都
民
の
負
託
に
応
え
る
予
算
を
編
成
。

〈
八
ッ
場
ダ
ム
〉
事
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
強
力
に

建
設
を
進
め
る
べ
き
。
早
期
完
成
へ
知
事
の
決
意
は
。

知
事　

洪
水
や
渇
水
の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
も
必

要
不
可
欠
。
一
日
も
早
い
完
成
を
国
に
強
く
求
め
る
。

〈
豪
雨
対
策
〉
一
層
の
推
進
に
向
け
た
取
組
は
。

東
京
都
技
監　

25
年
10
月
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
26
年
６
月
を
目
途
に
新
た
な
基
本
方
針
を
策
定
。

〈
在
宅
療
養
〉
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
の
整
備
を
。

福
祉
保
健
局
長　

25
年
度
か
ら
在
宅
療
養
患
者
を
地

域
で
受
け
止
め
る
た
め
の
医
療
機
関
確
保
等
の
取
組

を
支
援
。
国
の
制
度
改
革
の
動
き
見
据
え
一
層
推
進
。

〈
福
祉
〉
将
来
を
見
据
え
た
施
策
の
展
開
へ
所
見
は
。

知
事　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
局
横
断
で
検
討
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
反
映
さ
せ
東
京
モ
デ
ル
を
進
化
。

〈
待
機
児
童
の
解
消
〉
国
の
プ
ラ
ン
等
活
用
し
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
充
を
加
速
す
べ
き
。
取
組
は
。

福
祉
保
健
局
長　

25
年
度
の
区
市
町
村
整
備
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
は
計
１
万
５
千
人
分
。
今
後
も
促
進
す
る
。

〈
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
天
然
ガ
ス
発
電
所
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〉
必
要
性
と
実
現
可
能
性
疑
問
だ
が
見
解
は
。

知
事　

新
規
発
電
所
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
直
し
、

東
電
老
朽
火
力
発
電
所
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
促
進
す
る
。

〈
産
業
振
興
〉
中
小
零
細
企
業
支
援
の
取
組
は
。

知
事　

新
た
な
融
資
メ
ニ
ュ
ー
や
新
製
品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
今
後
も
様
々
な
施
策
を
講
じ
る
。

〈
雇
用
就
業
対
策
〉
若
者
や
女
性
、
高
齢
者
が
能
力

を
十
分
発
揮
し
働
け
る
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。

産
業
労
働
局
長　

き
め
細
か
い
支
援
が
課
題
。
能
力

や
個
性
を
生
か
し
た
働
き
方
の
実
現
へ
施
策
を
充
実
。

〈
臨
海
地
域
の
国
際
観
光
拠
点
化
〉
Ｍ＊
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

誘
致
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
受
け
入
れ
体
制
整
備
を
。

知
事　

対
応
可
能
な
客
船
埠ふ

頭と
う

を
臨
海
副
都
心
地
域

に
新
た
に
整
備
し
万
全
の
お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
。

〈
い
じ
め
問
題
〉
解
決
に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
。

教
育
長　

総
合
的
対
策
を
25
年
10
月
目
途
に
ま
と
め
、

学
校
や
区
市
町
村
教
育
委
員
会
と
一
体
で
解
決
図
る
。

〈
多
摩
地
域
の
道
路
整
備
〉
多
摩
南
北
主
要
５
路
線

を
始
め
と
し
た
幹
線
道
路
整
備
の
今
後
の
取
組
は
。

建
設
局
長　

調
布
保
谷
線
の
26
年
度
全
線
開
通
、
町

田
街
道
の
拡
幅
等
、
積
極
的
に
整
備
に
取
り
組
む
。

〈
東
京
港
〉
重
要
性
と
国
際
競
争
力
強
化
へ
所
見
は
。

知
事　

国
際
物
流
拠
点
の
役
割
は
極
め
て
大
。
京
浜

三
港
連
携
を
深
め
、
都
が
責
任
持
ち
振
興
策
を
推
進
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
招
致
獲
得

は
日
本
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ
結
果
。
所
見
は
。

知
事　

大
会
の
成
功
に
は
都
民
・
国
民
の
力
の
結
集

が
必
要
。
都
議
会
と
手
を
携
え
な
が
ら
力
を
尽
く
す
。

〈
多
摩
振
興
〉
具
体
的
取
組
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
。

総
務
局
長　

25
年
度
内
に
新
た
な
多
摩
の
ビ
ジ
ョ
ン

行
動
戦
略
を
策
定
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
強
力
に
推
進
。　

　
〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
東
京
大
会

の
成
功
を
目
指
す
取
組
を
、
大
会
後
の
我
が
国
の
明

る
い
展
望
に
確
実
に
繋つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
。
新
た
な

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
に
向
け
た
知
事
の
見
解
は
。

知
事　

従
来
の
発
想
を
転
換
し
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
社
会
の
新
た
な
モ
デ
ル
の
構
築
が
必
要
。
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
世
界
一
の
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

〈
少
子
高
齢
化
対
策
〉
①
「
構
造
的
福
祉
」
へ
の
基

本
認
識
は
。
②
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実
施
主
体
と

な
る
区
市
町
村
へ
の
支
援
を
。
③
生
き
が
い
づ
く
り

や
就
労
支
援
も
含
め
た
高
齢
者
施
策
を
推
進
す
べ
き
。

知
事　

①
福
祉
、
雇
用
、
住
宅
な
ど
の
垣
根
を
越
え

議
論
を
深
め
、
全
庁
の
英
知
を
結
集
し
対
策
を
推
進
。

福
祉
保
健
局
長　

②
区
市
町
村
と
の
情
報
共
有
や
意

見
交
換
を
行
う
連
絡
会
議
を
活
用
し
積
極
的
に
支
援
。

③
高
齢
化
対
策
検
討
チ
ー
ム
で
の
局
横
断
的
な
検
討

を
踏
ま
え
、
東
京
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
推
進
。

〈
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
本
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
等

の
価
値
を
持
つ
。
そ
の
価
値
を
今
以
上
に
高
め
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
興
奮
と
熱
狂
の
中
で
輝
く
大
会
を
。

ス
ポ
振
局
長　

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
競
技
の

普
及
啓
発
に
よ
り
選
手
に
最
高
の
舞
台
を
用
意
す
る
。

〈
女
性
の
活
躍
〉
①
成
長
の
原
動
力
と
し
て
拡
大
を
。

②
警
視
庁
女
性
職
員
の
積
極
的
登
用
へ
の
見
解
は
。

知
事　

①
都
政
の
重
要
課
題
と
し
て
取
組
を
加
速
。

警
視
総
監　

②
採
用
拡
大
や
上
級
幹
部
へ
の
登
用
等

と
併
せ
、
育
児
を
抱
え
る
職
員
へ
の
支
援
等
を
充
実
。

〈
被
災
地
支
援
〉
①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
通
じ
た
支
援
へ
の
見
解
は
。
②
被
災
地
か
ら

競
技
会
場
へ
の
参
加
や
世
界
の
人
々
と
の
交
流
を
。

知
事　

①
大
会
開
催
の
希
望
を
力
と
し
て
、
被
災
地

の
復
興
加
速
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
支
援
を
推
進
。

ス
ポ
振
局
長　

②
聖
火
リ
レ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
予
選
に

加
え
競
技
へ
の
招
待
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
等
に
よ

る
海
外
と
の
交
流
で
被
災
地
復
興
を
世
界
に
伝
え
る
。

〈
東
京
港
〉
大
型
客
船
誘
致
へ
新
た
な
埠
頭
整
備
を
。

港
湾
局
長　

今
後
の
需
要
を
見
据
え
て
、
常
時
受
け

入
れ
可
能
な
客
船
埠
頭
を
臨
海
副
都
心
地
域
に
整
備
。

〈
防
災
〉
だ＊

い
ち
２
号
の
衛
星
画
像
の
活
用
を
。

総
務
局
長　

活
用
へ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
調
整
を
進
め
る
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
①
汚
染
水

対
策
に
英
知
を
結
集
し
て
当
た
る
よ
う
政
府
に
強
く

申
し
入
れ
を
。
②
大
会
開
催
を
口
実
と
し
た
過
大
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
で
福
祉
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
見
解
は
。
③
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
に
な
い

成
田

－

羽
田
線
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
④
葛
西
臨

海
公
園
で
の
カ
ヌ
ー
会
場
計
画
は
全
面
的
見
直
し
を
。

知
事　

①
総
力
挙
げ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
既

に
政
府
は
閣
僚
会
議
で
国
内
外
の
英
知
活
用
を
確
認
。

③
事
業
の
採
算
性
等
も
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

財
務
局
長　

②
開
催
準
備
を
進
め
る
中
で
も
財
政
の

健
全
性
に
留
意
し
て
都
政
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
。

ス
ポ
振
局
長　

④
地
元
区
等
の
話
を
聞
き
、
自
然
環

境
と
調
和
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〉
26
年
度
改
定
の
値
上

げ
幅
と
値
上
げ
率
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
。
支
援
を
。

福
祉
保
健
局
長　

保
険
料
は
広
域
連
合
の
判
断
で
設

定
さ
れ
る
。
財
源
の
１
割
を
保
険
料
で
賄
う
原
則
。

〈
認
可
保
育
園
の
増
設
〉
①
都
有
地
の
積
極
的
活
用

を
。
②
都
有
地
貸
与
の
負
担
軽
減
を
。
③
保
育
士
確

保
の
た
め
十
分
な
賃
金
と
継
続
し
て
働
け
る
環
境
を
。

財
務
局
長　

①
都
有
地
の
活
用
を
有
効
な
手
段
と
し

て
考
え
て
い
く
。
②
都
は
広
域
自
治
体
と
し
て
、
引

き
続
き
適
切
に
区
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
。

福
祉
保
健
局
長　

③
現
在
、
保
育
士
有
資
格
者
を
対

象
に
、
就
労
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

〈
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
〉
若
者
の
使
い
捨
て
へ
の
見
解
は
。

知
事　

関
係
法
令
の
遵
守
は
企
業
の
責
務
。
都
は
セ

ミ
ナ
ー
や
労
働
相
談
等
で
労
使
双
方
に
働
き
か
け
、

若
者
が
活
躍
で
き
る
雇
用
環
境
の
実
現
に
取
り
組
む
。

〈
中
小
企
業
の
創
業
支
援
融
資
〉
自
己
資
金
が
な
く

て
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
実
態
を
改
善
す
べ
き
。

産
業
労
働
局
長　

都
の
制
度
融
資
で
は
自
己
資
金
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
将
来
性
等
勘
案
し
適
切
に
支
援
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
①
一
体
的

祭
典
と
し
、
障
害
者
に
優
し
い
東
京
を
実
現
す
べ
き
。

②
お
も
て
な
し
を
体
現
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の
取
組
は
。

知
事　

①
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
上
回
る
観
客
数
目
指
し
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
実
現
に
動
き
を
加
速
。
②

標
識
等
の
多
言
語
対
応
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
も
て
な
し
を
次
世
代
へ
の
レ＊

ガ
シ
ー
と
し
た
い
。

〈
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
〉
大
会
開
催
後
ま
で
見
据
え
た

東
京
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
。
見
解
は
。

知
事　
「
世
界
一
の
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
首

都
東
京
に
山
積
す
る
重
要
課
題
の
解
決
へ
道
筋
描
く
。

〈
子
育
て
支
援
〉
都
の
認
証
保
育
所
制
度
を
国
に
認

め
さ
せ
る
取
組
を
更
に
強
化
す
べ
き
。

福
祉
保
健
局
長　

新
制
度
へ
の
位
置
付
け
を
求
め
る
。

〈
障
害
者
総
合
支
援
法
〉
障
害
当
事
者
等
か
ら
の
要

望
や
法
を
踏
ま
え
た
障
害
者
施
策
に
取
り
組
む
べ
き
。

福
祉
保
健
局
長　

法
の
全
面
施
行
に
適
切
に
対
応
し
、

障
害
者
団
体
等
の
意
見
も
聞
き
、
施
策
を
推
進
す
る
。

〈
新
銀
行
東
京
〉
事
業
譲
渡
や
株
式
売
却
等
も
含
め

早
期
撤
退
す
べ
き
。
今
後
の
方
向
性
へ
の
見
解
は
。

産
業
労
働
局
長　

安
定
的
に
黒
字
を
確
保
し
企
業
価

値
を
高
め
る
た
め
、
経
営
基
盤
の
強
化
が
重
要
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
〉
臨

海
部
の
交
通
環
境
の
抜
本
的
改
善
が
必
要
。
Ｌ＊
Ｒ
Ｔ
、

Ｂ＊

Ｒ
Ｔ
等
の
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
基
本
的
認
識
は
。

東
京
都
技
監　

地
域
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
有
効

だ
が
導
入
に
は
様
々
な
課
題
。
関
係
区
の
動
向
等
踏

ま
え
技
術
的
支
援
や
情
報
提
供
を
行
い
適
切
に
対
応
。

〈
首
都
高
速
道
路
〉
①
都
心
の
交
通
抑
制
へ
都
心
環

状
線
よ
り
外
側
の
環
状
道
路
の
利
用
促
進
を
図
る
べ

き
。
②
老
朽
化
す
る
首
都
高
速
の
あ
り
方
へ
所
見
は
。

知
事　

①
三
環
状
道
路
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
一

体
的
で
利
用
し
や
す
い
新
た
な
料
金
体
系
を
構
築
。

東
京
都
技
監　

②
東
京
の
基
幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

こ
と
等
を
踏
ま
え
国
等
と
連
携
し
再
生
を
検
討
す
る
。

〈
都
市
外
交
〉
日
系
人
比
率
高
く
貴
重
な
親
日
国
で

あ
る
旧
南
洋
諸
島
の
国
々
と
の
連
携
を
推
進
す
べ
き
。

知
事
本
局
長　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
首
都
大
学
東

京
の
間
で
学
生
交
流
を
検
討
。
必
要
な
協
力
を
行
う
。

〈
無
電
柱
化
〉
明
確
な
目
標
を
定
め
、
都
が
率
先
し

て
取
り
組
み
、
区
市
町
村
を
先
導
し
て
事
業
推
進
を
。

建
設
局
長　

都
道
に
つ
い
て
新
た
な
整
備
目
標
示
す
。

区
市
町
村
支
援
、
国
へ
の
財
源
拡
充
要
求
、
電
線
事

業
者
等
と
の
連
携
を
強
化
し
積
極
的
に
推
進
す
る
。

〈
産
業
政
策
〉
女
性
・
若
者
・
高
齢
者
に
狙
い
を
定

め
た
創
業
支
援
と
育
成
強
化
に
踏
み
出
す
べ
き
。

産
業
労
働
局
長　

新
た
な
資
金
供
給
の
仕
組
み
等
、

創
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

〈
防
災
対
策
〉
①
都
立
篠
崎
公
園
の
早
期
完
成
へ
地

元
区
と
も
協
力
し
事
業
の
加
速
図
れ
。
②
国
と
連
携

し
中
川
堤
防
の
嵩か
さ

上
げ
等
安
全
性
向
上
へ
の
取
組
を
。

建
設
局
長　

①
早
期
の
事
業
認
可
得
て
地
元
調
整
に

入
る
。
円
滑
な
用
地
取
得
に
向
け
丁
寧
な
説
明
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
、
地
元
区
と
相
談
し
事
業
の
迅
速
化
図
る
。

②
25
年
度
か
ら
江
戸
川
区
内
の
一
部
区
間
の
耐
震
補

強
工
事
に
着
手
。
左
岸
堤
防
は
国
と
調
査
研
究
中
。

〈
観
光
振
興
〉
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
イ
ス
ラ
ム

圏
か
ら
の
旅
行
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
環
境
整
備
を
。

産
業
労
働
局
長　

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
普
及

啓
発
等
に
よ
り
、
満
足
度
の
高
い
環
境
整
備
を
検
討
。

〈
東
京
港
〉
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に
京
浜
港
と

し
て
選
定
さ
れ
た
。
今
後
の
運
営
へ
の
取
組
は
。

港
湾
局
長　

都
の
産
業
政
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
の

一
体
的
取
組
、
川
崎
港
・
横
浜
港
と
の
連
携
に
加
え
、

都
が
責
任
を
持
っ
て
経
営
に
関
わ
る
体
制
を
確
保
。

〈
島
し
ょ
地
域
の
水
産
業
振
興
〉
燃
油
高
騰
は
地
域

の
活
力
を
失
い
か
ね
な
い
。
早
急
な
対
応
へ
所
見
は
。

産
業
労
働
局
長　

価
格
差
を
補ほ

填て
ん

す
る
国
制
度
を
活

用
し
補
填
金
に
上
乗
せ
す
る
仕
組
み
を
早
急
に
検
討
。

〈
広
尾
病
院
の
機
能
強
化
〉
超
高
齢
社
会
が
到
来
し

て
い
る
島
し
ょ
地
域
へ
高
度
専
門
医
療
の
提
供
を
。

病
院
経
営
本
部
長　

Ｅ＊

Ｒ
関
連
施
設
の
改
修
や
ハ＊

イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
行
う
。

石
毛
し
げ
る

（
民
主
党
）

２
０
２
０
年
大
会
開
催
を
契
機
と
し

障
害
者
に
も
優
し
い
東
京
の
実
現
を

立
石 

晴
康

（
自
民
党
）

晴
海
等
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
を

通
過
物
流
等
の
都
心
交
通
の
抑
制
を

上
野 

和
彦

（
公
明
党
）

篠
崎
公
園
の
早
期
完
成
に
取
り
組
め

中
川
堤
防
の
整
備
で
安
全
確
保
図
れ

高
木 

け
い

（
自
民
党
）

都
が
率
先
し
て
無
電
柱
化
の
推
進
を　

産
業
に
活
力
も
た
ら
す
創
業
支
援
を

三
宅 

正
彦

（
自
民
党
）

東
京
港
発
展
へ
責
任
持
っ
て
運
営
を

島
し
ょ
医
療
の
確
保
へ
環
境
整
備
を

代
表
質
問

代
表
質
問

要
　
旨

９
月
25
日

９
月
25
日

一
般
質
問

一
般
質
問

要
　
旨

９
月
26
日

９
月
26
日
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吉
原 

修

（
自
民
党
）

先
を
見
据
え
た
政
策
展
開
を
示
し

東
京
を
「
世
界
で
一
番
の
都
市
」
に

小
磯 

善
彦

（
公
明
党
）

東
京
大
会
後
を
に
ら
ん
だ
取
組
進
め

福
祉
先
進
都
市
東
京
を
世
界
に
発
信

曽
根
は
じ
め

（
日
本
共
産
党
）

認
可
保
育
園
増
設
に
都
有
地
活
用
を

若
者
の
た
め
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
を

【略称説明】自民党…東京都議会自由民主党、公明党…都議会公明党、日本共産党…日本共産党東京都議会議員団、民主党…都議会民主党、みんな…みんなの党、みんなの党…都議会みんなの党、
　　　　　 ネット…都議会生活者ネットワーク、日本維新…日本維新の会東京都議団、スポ振局長…スポーツ振興局長、青少治安本部長…青少年・治安対策本部長



〈
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
多
摩
格
差
〉
北＊
多
摩
西
部
医
療
圏
だ

け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
多
摩
地
域
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
少

な
す
ぎ
る
。
多
摩
格
差
を
埋
め
る
努
力
を
。

福
祉
保
健
局
長　

都
内
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
数
は
多
摩

63
床
、
区
部
２
３
１
床
、
計
２
９
４
床
。
26
年
度
ま

で
に
３
２
０
床
を
目
標
に
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

〈
多
摩
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
〉
切
実
な
声
に
応
え
、

産
科
や
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
小
児
外
科
外
来
の
設
置
を
。

病
院
経
営
本
部
長　

小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も

密
接
に
連
携
し
、
適
切
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
。

〈
横
田
基
地
〉
一
刻
も
早
い
整
理
縮
小
、
返
還
こ
そ
、

都
民
本
意
の
活
用
を
切
り
開
く
道
だ
。
見
解
は
。

知
事　

軍
民
共
用
化
は
実
質
的
な
一
部
返
還
だ
。

〈
都
市
外
交
〉
知
事
の
基
本
認
識
と
今
後
の
方
針
は
。

知
事　

今
後
も
積
極
的
に
推
進
し
て
国
際
貢
献
を
果

た
し
、
東
京
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
。

〈
横
田
基
地
〉
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
軍
事
力
増
強
に

つ
な
が
る
政
策
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。
見
解
は
。

知
事
本
局
長　

横
田
へ
の
配
備
協
議
の
事
実
が
な
い

旨
を
国
に
確
認
し
た
。
引
き
続
き
適
切
に
対
応
す
る
。

〈
周
産
期
医
療
〉
医
師
不
足
等
へ
の
今
後
の
対
策
は
。

福
祉
保
健
局
長　

奨
学
金
に
よ
る
医
学
生
支
援
や
病

院
の
勤
務
環
境
改
善
等
、
医
師
確
保
の
取
組
を
推
進
。

〈
高
度
防
災
都
市
〉
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
視
野
に
、
実
現
に
向
け
た
知
事
の
決
意
は
。

知
事　

自
助
、
共
助
、
公
助
の
力
を
結
集
す
る
取
組

を
推
進
し
、
２
０
２
０
年
、
高
度
防
災
都
市
に
進
化

し
た
東
京
の
姿
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

〈
心
の
東
京
革
命
〉
提
唱
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た

今
、
再
度
理
念
の
重
要
性
の
認
識
と
確
実
な
浸
透
を
。

青
少
治
安
本
部
長　

行
動
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や
啓
発

事
業
に
ス
ポ
ー
ツ
の
精
神
を
取
り
入
れ
活
性
化
図
る
。

〈
消
費
者
被
害
の
防
止
〉
法
の
隙す
き

間ま

を
突
く
悪
質
事

業
者
に
対
し
、
都
も
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
べ
き
。

生
活
文
化
局
長　

指
導
や
立
入
調
査
権
の
機
動
的
な

行
使
と
と
も
に
、
処
分
権
限
の
委
任
を
国
に
求
め
る
。

〈
狭
山
丘
陵
の
都
立
公
園
整
備
〉
現
状
と
取
組
は
。

建
設
局
長　

計
画
面
積
の
約
61
％
を
開
園
済
み
。
今

後
は
、
未
開
園
の
中
藤
公
園
、
観
音
寺
森
緑
地
を
含

む
４
公
園
で
園
路
や
広
場
等
の
整
備
を
進
め
る
。

〈
多
摩
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
〉
①
西
武
新
宿
線
東

村
山
駅
周
辺
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
東
村
山
３
・

３
・
８
号
線
事
業
化
へ
の
取
組
は
。
②
多
摩
モ
ノ
レ

ー
ル
の
上
北
台
駅

－

箱
根
ヶ
崎
間
延
伸
へ
の
見
解
は
。

東
京
都
技
監　

②
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

の
経
営
状
況
等
を
踏
ま
え
、
事
業
採
算
性
等
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
す
る
な
ど
課
題
解
決
に
知
恵
を
絞
る
。

建
設
局
長　

①
両
事
業
と
も
測
量
・
設
計
を
進
め
、

25
年
度
中
に
事
業
着
手
予
定
。
積
極
的
に
取
り
組
む
。

〈
教
育
〉
①
現
場
レ
ベ
ル
の
教
育
者
の
交
流
と
し
て

海
外
派
遣
研
修
報
告
会
の
一
層
の
充
実
を
。
②
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
多
く
の
国
々
の
青
少
年
の
参
加
を
支
援
す
べ
き
。

教
育
長　

①
外
国
人
教
員
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
参
加
等

報
告
会
を
充
実
し
、
成
果
を
全
公
立
学
校
に
周
知
。

ス
ポ
振
局
長　

②
若
者
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
後

組
織
委
員
会
等
の
関
係
者
と
検
討
し
積
極
的
に
支
援
。

〈
高
齢
化
対
策
〉
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
現
に

向
け
た
、
今
後
の
在
宅
療
養
推
進
の
取
組
へ
所
見
は
。

福
祉
保
健
局
長　

25
年
改
定
の
都
保
健
医
療
計
画
で

重
点
課
題
と
し
た
。
区
市
町
村
の
取
組
を
一
層
支
援
。

〈
外
環
道
の
整
備
促
進
〉
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
完
成
に
向
け
た
都
の
取
組
は
。

建
設
局
長　

切
迫
す
る
首
都
直
下
地
震
等
で
も
東
西

交
通
の
分
断
防
ぐ
命
の
道
。
２
０
２
０
年
早
期
開
通

へ
ス
ピ
ー
ド
感
持
っ
た
推
進
を
国
等
に
働
き
か
け
る
。

〈
防
災
公
園
〉
と
し
ま
え
ん
を
含
む
練
馬
城
址
公
園

整
備
に
つ
い
て
、
地
元
と
の
協
議
の
進
め
方
は
。

建
設
局
長　

地
元
区
や
都
民
の
声
広
く
聞
き
、
安
ら

ぎ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
を
目
指
し
検
討
。

〈
西
武
新
宿
線
井
荻

－

東
伏
見
間
の
連
続
立
体
交
差

化
〉
地
元
の
期
待
高
ま
っ
て
い
る
。
検
討
状
況
は
。

建
設
局
長　

調
査
実
施
し
事
業
化
の
可
能
性
を
検
討

中
。
今
後
と
も
、
地
元
の
動
向
勘
案
し
検
討
進
め
る
。

〈
危
機
管
理
対
応
〉
首
都
直
下
型
地
震
発
生
時
に
お

け
る
多
摩
地
域
の
消
防
体
制
強
化
す
べ
き
。
見
解
は
。

消
防
総
監　

５
部
隊
目
の
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

を
発
隊
し
、
特
別
救
助
隊
や
救
急
隊
も
増
強
配
置
。

今
後
と
も
消
防
部
隊
の
効
果
的
運
用
で
万
全
を
期
す
。

〈
京
王
線
柴
崎
駅
付
近
の
踏
切
対
策
〉
暫
定
的
に
は

立
体
横
断
施
設
の
整
備
等
も
有
効
な
手
段
。
見
解
は
。

東
京
都
技
監　

地
元
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
。
都
は
必
要
な
技
術
的
支
援
を
行
う
。

〈
多
摩
の
産
業
振
興
〉
中
小
企
業
が
大
手
や
研
究
機

関
と
連
携
す
る
環
境
の
整
備
等
産
業
基
盤
の
強
化
を
。

産
業
労
働
局
長　

大
学
等
と
の
連
携
促
進
し
大
手
企

業
と
の
連
携
強
化
に
向
け
効
果
的
な
仕
組
み
を
検
討
。

〈
観
光
バ
ス
駐
車
場
〉
①
整
備
の
基
本
的
考
え
方
は
。

②
都
営
地
下
鉄
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
が
更
に
必
要
。

東
京
都
技
監　

①
施
設
や
開
発
事
業
者
が
整
備
す
る
。

交
通
局
長　

②
25
年
度
中
に
全
１
０
６
駅
で
ワ
ン

ル
ー
ト
を
確
保
。
今
後
も
乗
換
駅
等
で
整
備
を
推
進
。

〈
耐
震
化
助
成
〉
特
定
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
１
０

０
％
に
向
け
区
市
町
村
の
助
成
制
度
の
対
応
状
況
は
。

東
京
都
技
監　

区
市
町
村
に
財
政
負
担
を
要
請
し
、

25
年
度
新
た
に
８
区
市
町
村
で
助
成
を
拡
充
。
残
る

区
市
町
村
に
も
引
き
続
き
制
度
拡
充
働
き
か
け
る
。

〈
待
機
児
対
策
〉
在
宅
で
子
育
て
す
る
家
庭
も
対
象

と
す
る
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
。

福
祉
保
健
局
長　

一
時
預
か
り
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

等
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
図
る
区
市
町
村
の
取
組
を
支
援
。

〈
東
上
線
大
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
〉
補
助
26
号

線
の
整
備
で
は
地
元
と
の
合
意
形
成
を
図
り
検
討
を
。

東
京
都
技
監　

地
元
区
と
連
携
し
商
店
街
を
中
心
と

し
た
勉
強
会
を
支
援
。
説
明
会
や
意
向
調
査
等
で
地

元
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
早
期
事
業
化
図
る
。

〈
観
光
振
興
〉
地
域
の
資
源
を
発
掘
、
活
用
し
て
観

光
客
を
取
り
込
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
推
進
を
。

産
業
労
働
局
長　

地
域
の
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫

を
引
き
出
す
方
策
を
検
討
し
、
多
様
な
魅
力
を
創
出
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
２
０
２
０

年
大
会
は
ど
の
よ
う
な
大
会
で
あ
る
べ
き
か
見
解
を
。

知
事　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
徹
底
、
レ
ガ
シ
ー
と
最

先
端
技
術
の
活
用
等
今
後
の
大
会
モ
デ
ル
と
し
た
い
。

〈
外
郭
団
体
〉
全
体
像
把
握
し
あ
り
方
整
理
す
べ
き
。

総
務
局
長　

全
団
体
に
つ
い
て
基
本
的
に
所
管
局
が

適
切
に
関
与
。
監
理
団
体
事
業
は
監
査
等
で
検
証
。

〈
多
摩
の
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〉

各
地
域
の
特
性
生
か
し
、
早
期
具
現
化
の
推
進
を
。

総
務
局
長　

地
域
の
実
情
や
課
題
を
把
握
し
、
新
た

な
多
摩
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
行
動
戦
略
の
内
容
を
検
討
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
①
国
際
性

を
高
め
、
世
界
中
か
ら
人
々
が
集
う
都
市
に
す
べ
き
。

②
都
民
・
国
民
の
参
加
型
の
大
会
に
す
る
こ
と
が
成

功
へ
の
鍵
。
参
加
意
識
を
高
め
る
寄
附
へ
の
考
え
は
。

知
事　

①
２
０
２
０
年
の
東
京
へ
の
外
国
人
旅
行
者

数
を
１
５
０
０
万
人
に
す
べ
く
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
わ
た
る
取
組
で
東
京
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
。

ス
ポ
振
局
長　

②
参
加
型
寄
附
の
あ
り
方
を
検
討
。

〈
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
〉
副
反
応
被
害
の
実
態
を
把
握

し
、
被
害
者
支
援
体
制
の
整
備
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

福
祉
保
健
局
長　

副
反
応
に
関
す
る
情
報
提
供
や
専

門
医
療
の
提
供
等
体
制
整
備
を
国
に
提
案
要
求
す
る
。

〈
障
害
者
施
策
〉
条
例
改
正
で
高
齢
者
施
設
に
障
害

児
が
通
え
る
よ
う
に
な
る
。
積
極
的
に
情
報
提
供
を
。

福
祉
保
健
局
長　

障
害
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供

は
国
の
省
令
改
正
に
伴
う
も
の
。
改
正
内
容
は
区
市

町
村
へ
情
報
提
供
し
、
相
談
等
あ
れ
ば
適
切
に
対
応
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
〉
基
金

を
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的
・
着
実
な
整
備
推
進
を
。

ス
ポ
振
局
長　

工
法
等
十
分
検
討
し
効
率
的
に
整
備
。

〈
原
子
力
に
依
存
し
な
い
電
力
供
給
体
制
の
確
立
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
大
消
費
地
で
あ
る
都
の
取
組
は
。

知
事　

老
朽
火
力
発
電
所
の
迅
速
な
リ
プ
レ
ー
ス
等
。

用　　語　　解　　説
＊
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ…

M
eeting

（
企
業
等
の
会
議
）、Incentive 

travel

（
企
業
等
の
報
奨
・
研
修
旅
行
）、Convention

（
国

際
機
関
等
が
行
う
会
議
）、Event/Exhibition

（
イ
ベ

ン
ト
や
展
示
会
）
の
頭
文
字
で
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見

込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
等
の
総
称
。

＊
だ
い
ち
２
号…

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

が
25
年
度
中
に
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
「
陸
域
観
測

技
術
衛
星
２
号
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

－

２
）」
の
愛
称
。

＊
レ
ガ
シ
ー…

遺
産
の
意
味
で
、こ
こ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
が
大
会
後
に
次
世
代
に
残
す

も
の
の
こ
と
。

＊
Ｌ
Ｒ
Ｔ…

Light R
ail Transit

の
略
。
乗
降
の
容
易
性
、

定
時
性
、
速
達
性
、
快
適
性
等
の
面
で
優
れ
た
特
徴
を
有

す
る
次
世
代
型
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
（
路
面
電
車
）。

＊
Ｂ
Ｒ
Ｔ…

B
us R

apid Transit

の
略
。
連
接
バ
ス
、
バ

ス
専
用
道
路
等
に
よ
り
、
路
面
電
車
等
軌
道
系
シ
ス
テ
ム

と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
機
能
と
柔
軟
性
を
兼
ね
備
え

た
バ
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
た
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
。

＊
Ｅ
Ｒ…

Em
ergency Room

の
略
。
救
急
処
置
室
の
こ
と
。

＊
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室…

手
術
台
と
心
・
脳
血
管
Ｘ
線

撮
影
装
置
を
組
み
合
わ
せ
た
手
術
室
の
こ
と
。

＊
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ…

N
eonatal Intensive C

are U
nit

の

略
。
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
の
こ
と
。

＊
北
多
摩
西
部
医
療
圏…

立
川
市
、
昭
島
市
、
国
分
寺
市
、

国
立
市
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
の
６
市
を
単
位
と
す

る
二
次
保
健
医
療
圏
。
都
内
に
は
13
の
圏
域
が
あ
る
。

＊
心
の
東
京
革
命…

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
、

親
と
大
人
が
責
任
を
も
っ
て
正
義
感
や
倫
理
観
、
思
い
や

り
の
あ
る
心
を
育
み
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
当
然
の
心

得
を
伝
え
て
い
く
取
組
。

＊
Ｈ
Ｐ
Ｖ…

H
um

an P
apillom

avirus

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）の
略
。１
０
０
種
類
以
上
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
約
15
種
類
が
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

「
都
議
会
だ
よ
り
」
点
字
版
・
テ
ー
プ
版
の
ご
案
内

　「
都
議
会
だ
よ
り
」
は
、
目
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に
、
点
字
版
（
エ
ン
ボ
ス
式
）
や
テ
ー

プ
版
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
ま
た
は
お
知
り
合
い
で
希
望
す

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
都
議
会 

広
報
課

         

☎
０
３

－

５
３
２
０

－

７
１
２
６

会
議
録
・
速
記
録
の
ご
案
内

　
本
会
議
・
委
員
会
の
議
事
の
経
過
や
結
果
を

記
録
・
編
集
し
た
も
の
で
、
会
期
・
委
員
会
終

了
後
、
お
お
む
ね
30
〜
50
日
（
土
日
及
び
休
日

を
含
ま
ず
）
後
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
都
議
会
図
書
館
（
都
議
会
議
事
堂
２
階
）、

都
民
情
報
ル
ー
ム
（
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
）

や
都
内
主
要
公
立
図
書
館
、
都
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
都
議
会 

議
事
課

         

☎
０
３

－

５
３
２
０

－

７
１
４
６

年・年度の表示 質問・答弁部分の年または年度の元号は、「平成」を省略しています。

や
な
が
せ
裕
文

（
日
本
維
新
）

２
０
２
０
年
大
会
の
施
設
整
備
は

創
意
工
夫
重
ね
効
率
的
に
進
め
よ
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尾
崎
あ
や
子

（
日
本
共
産
党
）

Ｎ＊

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
多
摩
格
差
を
埋
め
よ

横
田
基
地
の
整
理
縮
小
、
返
還
を

島
田 

幸
成

（
民
主
党
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

開
催
決
定
を
機
に
都
市
外
交
推
進
を

北
久
保
眞
道

（
自
民
党
）

狭
山
丘
陵
の
都
立
公
園
整
備
促
進
を

多
摩
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進
を

柴
﨑 

幹
男

（
自
民
党
）

と
し
ま
え
ん
を
賑
わ
い
あ
る
公
園
に

西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交
差
化
を

中
山
ひ
ろ
ゆ
き

（
民
主
党
）

観
光
地
の
バ
ス
駐
車
場
整
備
推
進
を　

人
に
優
し
い
都
営
地
下
鉄
の
実
現
を

大
松
あ
き
ら

（
公
明
党
）

「
世
界
教
育
者
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
を　

ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
は
大
き
な
意
義

栗
山 

欽
行

（
自
民
党
）

多
摩
地
域
の
消
防
体
制
を
強
化
せ
よ

京
王
線
柴
崎
駅
付
近
の
踏
切
対
策
を

両
角
み
の
る

（
み
ん
な
）

２
０
２
０
年
大
会
の
あ
る
べ
き
姿
は

多
摩
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
地
域
に

河
野
ゆ
う
き

（
自
民
党
）

大
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
を

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を

小
松 

久
子

（
ネ
ッ
ト
）

Ｈ＊

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
被
害
の

検
証
と
被
害
者
支
援
を
国
に
求
め
よ

田
中 

朝
子

（
み
ん
な
の
党
）

２
０
２
０
年
大
会
開
催
を
契
機
に

発
展
を
続
け
る
国
際
都
市
東
京
へ

大
場
や
す
の
ぶ

（
自
民
党
）

高
度
防
災
都
市
の
実
現
へ
取
組
を

心＊

の
東
京
革
命
の
確
実
な
浸
透
を



◎
相

川　

博（
自
）

松
田
や
す
ま
さ（
自
）

○
小
磯
善
彦（
公
）

西
沢
け
い
た（
民
）

○
秋
田
一
郎（
自
）

栗
林
の
り
子（
公
）

○
植
木
こ
う
じ（
共
）

舟
坂
ち
か
お（
自
）

△
大
場
や
す
の
ぶ（
自
）

大
松
あ
き
ら（
公
）

△
吉
住
健
一（
自
）

遠

藤　

守（
公
）

△
上
野
和
彦（
公
）

北
久
保
眞
道（
自
）

△
島
田
幸
成（
民
）

小
山
く
に
ひ
こ（
民
）

△
松
村
友
昭（
共
）

徳
留
道
信（
共
）

△
高
橋
信
博（
自
）

河
野
ゆ
り
え（
共
）

お
と
き
た　

駿（
み
）

堀　

宏

道（
自
）

田
中
朝
子（
み
）

鈴
木
錦
治（
自
）

西
崎
光
子（
ネ
）

き
た
し
ろ
勝
彦（
自
）

加
藤
雅
之（
公
）

今
村
る
か（
民
）

山

内　

晃（
自
）

山
田
忠
昭（
自
）

栗
山
よ
し
じ（
自
）

◎
木
内
良
明（
公
）

河
野
ゆ
う
き（
自
）

○
吉
倉
正
美（
公
）

清
水
孝
治（
自
）

○
山
加
朱
美（
自
）

中
山
ひ
ろ
ゆ
き（
民
）

○
か
ち
佳
代
子（
共
）

尾
崎
あ
や
子（
共
）

△
中
山
信
行（
公
）

木
村
基
成（
自
）

△
あ
さ
の
克
彦（
民
）

栗
山
欽
行（
自
）

△
近

藤　

充（
自
）

桜
井
浩
之（
自
）

△
鈴
木
隆
道（
自
）

新
井
と
も
は
る（
民
）

△
大
島
よ
し
え（
共
）

川
松
真
一
朗（
自
）

塩
村
あ
や
か（
み
）

神

林　

茂（
自
）

山
内
れ
い
子（
ネ
）

林

田　

武（
自
）

小
林
健
二（
公
）

　

都
議
会
で
は
、
知
事
か
ら
提
案
さ
れ
る
前
年
度

の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
に
、
通
例
と
し
て
、
第

３
回
定
例
会
に
お
い
て
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会

及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
。

　

各
委
員
会
は
、
分
担
事
項
ご
と
に
２
〜
３
の
分

科
会
を
設
け
、
10
月
〜
12
月
に
か
け
て
、
集
中
的

に
審
査
（
説
明
・
質
疑
・
意
見
開
陳
・
表
決
）
を

行
い
ま
す
。

　

第
４
回
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
各
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
議
決
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
と
は

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会

委
員
名
簿

平
成
24
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

委
員
名
簿

平
成
25
年
10
月
11
日
現
在

(

計
31
人)

平
成
25
年
10
月
11
日
現
在

(

計
23
人)

◎「都議会だより」は新聞折込でお届けするほか、都の施設や区市町村の窓口、図書館、都営地下鉄などにも置いています。
　 また、都議会ホームページではPDF形式やHTML形式（音声付き）がご覧になれます。
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国会・政府への意見書（要旨）

「都議会ＰＲコーナー」のご案内
　都議会ＰＲコーナー（都議会議事堂２階南側）では、都議会に
関する情報をパネル、ＤＶＤ、パソコンなどにより分かりやす
く紹介しています。また、都議会関係
のパンフレットなどの配布や議事堂
の見学案内も行っています。そのほ
か都議会のしくみや活動状況などを
紹介したＤＶＤの貸し出しも行って
います。ぜひご利用ください。
＜問い合わせ先＞
　都議会ＰＲコーナー受付  ☎03-5320-7129

＜問い合わせ先＞ 都議会 総務課  ☎03-5320-7111

本会議を傍聴するには
　傍聴券は、本会議当日の１２時（開会予定時刻の１時間前）か
ら先着順に１人１枚ずつお配りいたします。都議会議事堂２階
の受付までお越しください。傍聴席は、聴覚障害の方のため
の難聴者補助設備（磁気ループ）を設置しています。なお、車
椅子の方のためのスペースもご用意しています。
　また、小さなお子様（満１歳から小学校就学前までの幼児）
がいらっしゃる方にも安心して本会議を傍聴していただけるよ
う、幼児ルームを設けています。ご利用の場合は、傍聴され
る本会議の前日（前日が閉庁日に該当する場合は、直前の開庁
日）午後５時までにご連絡ください。

ＴＯＫＹＯほっと情報
～都議会トピックス～

都議会広報課（放送係）
☎０３－５３２０－７１２４＜問い合わせ先＞

都議会提供テレビ番組

テレビ東京（地上デジタル放送７ch）

総務委員会と文教委員会の活動を紹介します。
11月25日（月）10時～10時50分

定例会の予定平成25年第4回

●ＴＯＫＹＯ　ＭＸ（地上デジタル放送９ｃｈ）で本
会議の模様を生中継・ダイジェストで放送しま
す。
●開会後にテレビ東京（地上デジタル放送7ｃ
ｈ）で「政調会長討論番組」を、TOKYO　MX
で「都議会の焦点」を放送します。放送日は
都議会ホームページなどでお知らせします。

開会（本会議）
代表質問（本会議）
一般質問（本会議）
常任委員会
閉会（本会議）

 11月29日
12月 5日

6日
 9日～11日

13日

◎委員長　○副委員長　△理事

■私学振興に関する意見書
　平成 26 年度予算編成に当たり、私学教育の重
要性を認識し、教育基本法第８条に規定される
「私立学校教育の振興」を名実共に確立するため、
現行の私学助成に係る国庫補助制度を堅持する
とともに、次の事項を実現するよう強く要請す
る。
１　私立高等学校等の経常費助成等に対する補
助を拡充すること。

２　私立高等学校等における耐震化、省エネル
ギー設備導入など、施設・設備に対する補助
制度を拡充すること。

３　より一層の保護者負担の軽減を図るため、
私立高等学校等就学支援金制度を拡充改善す
るとともに、都道府県の行う補助に対する国
の支援を拡充すること。

４　都道府県の行う私立高等学校等奨学金事業
に対する国の支援を拡充すること。

５　私立専修学校については、専門課程及び高
等課程に対する新たな助成制度を設けること。

■一般用医薬品の販売に関する意見書
　一般用医薬品の販売に関し、次の事項を実現
するよう強く要請する。

１　薬剤師等の専門家による購入者への情報提
供を確実に行い、購入者がそれを十分理解し
た上で使用できることなど、安全管理に配慮
した販売ルールを徹底するため、必要な法令
の改正を行うこと。

２　改正された法令が適正に運用されるよう、
インターネット販売の事業者に対する指導や
偽造医薬品の取締りの強化に向けて、必要な
措置を講ずること。

■国立ハンセン病療養所の療養体制等の充実
に関する意見書

　国立ハンセン病療養所において、入所者の実
情に応じた定員及び療養体制の充実に万全を期
すよう強く要請する。

■地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の
撤廃等に関する意見書

　地方法人特別税及び地方法人特別譲与税を当
初の約束どおり確実に撤廃し、地方税として復
元するとともに、真の地方分権の実現に向け、
地方が担う権限と責任に見合った地方税財源の
拡充に取り組むよう強く要請する。

平成25年第３回定例会　　各会派等の議案への賛否　　　　　　○賛成　×反対

会派等名

議員数件 名

自 公 共 民 み み ネ 維 無
（深） 審 議　

結 果
59 23 17 15 4 3 3 2 1

知　　　事　　　提　　　出　　　議　　　案

条例
一部
改正

東京都立学校設置条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
災害派遣手当等の支給に関する条例／特別区における東京都の事
務処理の特例に関する条例／東京都震災対策条例／東京都議会議
員及び東京都知事の選挙における選挙運動の公費負担に関する条
例／東京都分担金等に係る督促及び滞納処分並びに延滞金に関す
る条例／東京都指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運
営の基準に関する条例／東京都風致地区条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契　約

都立江東地区第二養護学校（仮称）（25）改築工事請負契約／都立
小金井北高等学校（25）改修工事請負契約／都立第五商業高等学
校（25）体育館棟その他改築工事請負契約／首都大学東京日野キ
ャンパス（25）実験棟群改築その他工事請負契約／首都大学東京
日野キャンパス（25）実験棟群改築その他空調設備工事請負契約
／中川護岸耐震補強工事（その25）請負契約／平成25年度10号地
その2多目的内貿岸壁（－（マイナス）8.5ｍ）桟橋整備工事請負契約
／若潮橋鋼けた製作・架設工事請負契約／古川地下調節池換気設
備工事（その1）請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

事　件 八ッ場ダムの建設に関する基本計画の変更に関する意見 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
諮　問 地方自治法第206条の規定に基づく審査請求に関する諮問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄却すべき

専　決
地方自治法第179条第1項の規定に基づき専決処分した都民の健
康と安全を確保する環境に関する条例の一部を改正する条例の一
部を改正する条例の報告及び承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人　事

東京都名誉都民の選定（岡野俊一郎、三浦雄一郎、森英恵）／東京都
公安委員会委員の任命（仁田陸郎、渡邊佳英）／東京都人事委員会
委員の選任（青木利晴）／東京都土地利用審査会委員の任命（大村
謙二郎、北川雅章、奥田かつ枝、中川義英、青木清志、納口るり子、水
庭千鶴子）／東京都副知事の選任（前田信弘）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議　　　員　　　提　　　出　　　議　　　案
条例 新設 東京都保育所建設用地取得費補助条例 × × ○ × × × × × × 否決

意見書

地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の速やかな撤廃等 × × ○ × × × × × × 否決
地方法人特別税及び地方法人特別譲与税の撤廃等 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
私学振興／一般用医薬品の販売／国立ハンセン病療養所の療養体
制等の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決　議 第32回オリンピック競技大会及び第16回パラリンピック競技大
会東京開催の成功 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

略称説明　　自…東京都議会自由民主党、公…都議会公明党、共…日本共産党東京都議会議員団、民…都議会民主党、
み…みんなの党、み…都議会みんなの党、ネ…都議会生活者ネットワーク、維…日本維新の会東京都議団、
無（深）…無所属（深呼吸のできる東京） （平成25年10月11日現在）

　スポーツには、青少年の心身の健全な発達や健康増進など
都民・国民生活の質の向上や都市の活性化にも寄与する大きな
力がある。
　オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大会は、ス
ポーツの祭典の中でも、最大規模の大会である。2020年の東京
開催は、都民、国民がスポーツに親しむ機会を広げるとともに、
オリンピック憲章に基づき、スポーツを通じて日本と世界の
人々が友情と相互理解を深め、平和な社会の構築にもつながる、
大変意義深いものである。
　また、7年後の大会の開催は、都民、国民に元気と夢、希望
を与えるとともに、東日本大震災からの復興のシンボルともな
る。
　さらに、パラリンピック競技大会の開催は、バリアフリーや
ユニバーサルデザインの浸透による障害者が暮らしやすい社会
の実現、誰もが相互に人格と個性を尊重し合う共生社会の実現
につながる。
　東京、日本の輝かしい未来を切り開く契機となる第32回オリ
ンピック競技大会及び第16回パラリンピック競技大会は、政府、
経済界、ＪＯＣを始めとしたスポーツ界などとともに、多くの
力を結集して臨むべきである。
　よって、東京都議会は、執行機関と車の両輪として、日本に
元気と勇気をもたらし、世界中の人々に夢と感動を与えてくれ
る2020年東京大会の成功に向けて、全力で取り組んでいくもの
である。
　以上、決議する。

　　平成25年10月11日
東　京　都　議　会

第３２回オリンピック競技大会及び第１６回パラリンピック
競技大会東京開催の成功に関する決議


